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トーSiilかト東京大学からのお便 り ク
叫東京大学から次の『お便り』が届きました。今の段階で何とか解読できそうです 挑戦してみましょう
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「ハサミウチの原理」を使うことになりま

す.と なれば,αηやιれを何かで挟まなければなりません。和の形を何かで挟むためには ・・  やっぱ
り「面積比較」です この問題も「面積でやろう」と思うかどうかが運命の分かれ道でした
ゆ注 面積を使わなくてもできなくもありませんが,かなリメンドウ方法になるので,やっぱり「面積比
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υ=手τのグラフを考える
下図の長方形の面積の総和は斜線部分の面積より

も大きいので ,
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下図の網目部分の面積は長方形の面積の総和より

も大きいので ,
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次に,y=v2,+1の グラフを考える
下図の長方形の面積の総和は斜線部分の面積より

も大きいので,
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下図の網目部分の面積は長方形の面積の総和より

も大きいので,
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したがって,①②ょり,各辺が正であることに注意して,

V2π +1-1
2(Vκ +1-1)

π一‐∞のとき,最左辺,最右辺はいずれも上
の
に収東するので,ハサミウチの原理より

的な処理,解法の技術の丸暗記のような浅はかな知識の集積では歯が立たない, ということです そう
いう意味でいわゆる「簡単な難問」が何十年にも渡って出題されてきました 中には超難問もあります
が,大半は数学の本質を突いた良間ばかりなので,東大の問題を見たら「トーダイ ?絶対ムリ !!Jと

: 諦めるのではなく,果敢に挑戦してほしいと思います 解ければ大きな自信につながると思いますよ  |
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